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１．概　要　
＜事業名＞　

安都・京都暮らし安心プロジェクト
＜事業の目的＞
現在、京都府内１８箇所で実施されている安心安全ステーション事業を活用し、
地域住民による防犯活動を促進させ、「安心安全な防犯コミュニティ」を構築する。

　＜事業全体の展開＞

稲荷自主防犯安心安全まちづくり協議会のステーションをモデル地区として選定し、事業を展開していく。

　　３年間をかけて、モデル地区に事業の導入、定着を図り、その後、モデル地区を参考にしてステーションのある地域へと展開していく。

　＜モデル地区における展開＞

　　大きく分けて次の２つの事業を展開する。（詳細は、５頁６－⑥以下参照）
（１）イベント「安都・京都」の開催

　　注目度の低いステーションに府民の関心を引くため、イベント「安都・京都」を開催する。ここでは、ゲーム要素を取り入れた防犯活動の紹介や、参加者に対してのインセンティブとしてのカードを配布、さらに、住民・企業のボランティアを募る。

①キャラクター戦略

ステーションのイメージキャラクターとして戦隊ヒーローキャラクター「安都戦隊マモルンジャー」を作成する。

ゴレンジャーなど東映の「スーパー戦隊ヒーローシリーズ」の人気にあやかり、こどもを惹きつけ、それにより、親世代がキャラクターを通じて、ステーションの存在を知り、防犯活動へと参加しやすい環境を作り上げる。
②カードの作成

　　キャラクターに対応したカードを作りイベント、日常の防犯活動の参加者に配布する。このカードに、引換券、カードゲーム、割引券という３つの要素を持たせることで、幅広い年齢層の関心を惹きつける。
③防犯メニューの作成

　　それぞれの自主防犯組織で行っていた防犯活動を参考に新たにゲーム性を持たせた防犯メニューを作成することで、住民に興味を持たせ、参加の促進を狙う。

（２）ステーションを拠点とした日常活動

上記の②～③を活用し、日常のステーション活動の充実を図る。ここでは、ステーション委員会(３貢３以下参照)が主体となり活動を行う。

　◎委員会の活動内容
①防犯メニューの活動内容を指導
防犯メニューの内容と進め方について事前に府がレクチャーする。実際の活動は、ステーション委員会が中心となることでメニューの円滑化が図る。

②キャラクターの着ぐるみを着ての活動参加

　ステーションのキャラクターを定着化させるため、活動に参加すればキャラクターに会えるという状況を作り、キャラクターに対する親しみ・楽しみを参加者に与える。

そのため、防犯メニューの活動日に毎回、ステーション委員会の人間がコスチュームを着用する。ステーション委員の代役としてステーション委員に指導を受けた委員以外のアント隊員(６頁参照)が着用してもよいものとする。

③カードの配布・交換

　ステーションで活動参加者にアントカードを配布し、割引券、落し物と交換する。また、カードゲームの説明、普及も府と協力して行う。
◎活動頻度・駐在時間について

　　　・ステーション委員会のメンバーの核となるのは既存の自主防犯団体であるため、最初は負担のかかりすぎない程度、平日１回、休日１回の週２回曜日をあらかじめ決めておき防犯メニューにある活動を行う。

　　・駐在時間については、ステーション委員会が協力して昼間を中心に駐在する　　　　　　

　　　ようにする。また、夜間でもステーションに駐在できるように、火の用心、夜　　

　　　間パトロールなどの夜間特別メニューを作り、その時間だけでも駐在するよう　

　　　にする。また、京都府には大学が多数設置されているということを利用し、防　　

　　　犯ボランティアを大学で募集し、夜間活動の人員の充足をはかる。
　

＜他の地域への普及＞５頁⑥参照
安心・安全ステーションをもつ他の地域への展開を図る。

1� 地域における展開

稲荷地区で行ったイベント・日常活動を地域ごとの特色に合わせて使える部分をそのまま落とし込み、同様に成果を計るという形で行う。

具体的には、

・都市型メニュー、郊外型メニューを作成し、地域の実情に即したものにする。

・キャラクターに関しては府内共通のものとし、ステーションのキャラクターとして定着を図る。カードゲームに関しても同様である。

・活動頻度はその地域の自主防犯組織などの人員数によって、負担がかかりすぎない範囲で行う。
　　②ＨＰの作成と知事表彰

ステーション間のネットワークを形成するためにインターネットでホームページを作成し、地域でのメニューや活動ブログを掲載する。
基準を設けて毎年府知事から表彰を行うことによりボランティアの活動へのモチベーションを高める。

＜事業の期待される効果＞

①ステーションの有効活用

　　　既存のステーションをアントステーションにし、様々な活動を展開することにより、既存のステーションの効果的な利用が可能となる。また、ステーションの知名度が高まるとともに、実施地区の住民の手によるその地区の防犯の拠点という位置づけになることが期待できる。

②地域住民の防犯意識の向上

　　　地域において、住民の防犯意識の向上が大いに見込まれる。具体的には、この事業の展開（防犯メニューの配布等）により、防犯活動に気軽に参加できるようになる。今まで関心の低かった住民（ⅰ.特に子供のいる家庭、ⅱ.参加したくてもきっかけがなかった人、ⅲ.時間がとれなかった人）の防犯活動への参加が期待でき、地域を巻き込んで、防犯への意識が高まる。

③地域住民の防犯知識の取得　
      地域住民の防犯「意識」の向上とともに、防犯「知識」の向上も期待できる。ゲーム性を付与した様々な防犯活動に参加することにより、実践的な防犯知識を楽しく身につけることができる。

　　④体感治安

　　　地域住民は、この地域での防犯活動が活発であると感じるようになり、また自らの参加、近隣住民の参加により、安心感が得られ、体感治安が向上することが期待できる。

⑤ネットワーク形成

　　　各地域内の協同のみならず、この事業を他地域に展開させることにより、他地域との相互間で情報交換を行えるようになり、安心・安全のネットワークが形成される。
２．はじめに
今回我々は、「安心・安全」に対する地域コミュニティのあり方について研究を進めてきた。その中で、犯罪が起こる一因として、現在の社会環境があるのではないかと考えた。
今日では、メディアを通して様々な情報が手に入るようになった。インターネットの普及によって、個人が好きな情報を選び出すこともできるようになっている。さらに、インターネットや携帯電話などを用いて、全く知らない相手ともコミュニケーションをとることができるようになった。加えて、人と直接話すよりも、ネット上に限定されたコミュニケーションを好む人が増えてきていると思われる。このような新たなコミュニケーション手段の出現と情報の氾濫、個人の価値観の多様化により、他人とのコミュニケーションが減少するとともに、人間関係がますます希薄化している。
また、高齢化が進むことによって、一人暮らしの高齢者が増加しており、このことは、犯罪の対象になる社会的弱者の増加を意味する。一方で、社会的弱者である幼い子どもが巻き込まれた悲惨な事件や事故も数多く起きている。

こういった状況の背景に、他人には無関心になった社会がある。昔は盛んだった「近所づきあい」が少なくなったばかりか、近所に住んでいる人に会っても挨拶も交わさない、さらには隣人の顔も知らないといったことがごく当たり前になっている。このような地域の現状では、不審者に対し十分な対応もできないだろう。

また、現代においては、犯罪の形態も多様化しており、もはや警察だけでは「安心・安全」を守ることは困難になってきている。住民一人ひとりの防犯に対する意識の向上、すなわち、「自分の身は自分で守る」という意識が必要とされているのである。加えて、「地域の安全は地域で守る」という意識のもとに、地域住民による防犯コミュニティを創造していく必要がある。

最近では、防犯意識の高い人々で構成される自主防犯組織などが積極的な活動を行っているものの、各団体間での連携はあまり見られない。地域において、ごく一部の人々だけが防犯活動を展開しても、他の住民が無関心のままでは、防犯コミュニティを創造していくことは難しい。

以上のような問題意識から、我々は京都府の「府民協働防犯ステーション事業」に着目した。この事業は「それぞれの組織・団体等が垣根を越えて双方向で交流を深め、互いに結びつきながら知恵を出し合うことによって、全体で地域の課題を解決していくネットワークを整備し、各主体が協働で活動できるプラットフォーム作りを進める」というものである。しかし、この事業も、具体的な活動内容が不明確で、うまく活用できているとはいえないのが現状である。我々はこの事業を地域の軸として、ステーションでの活動を活性化させることで府民の防犯に対する意識を高め、誰もが安心して暮らすことのできる「犯罪がゼロのまち」を作ることを目指す。

３．現状分析Ⅰ―犯罪件数
　現在、日本における犯罪発生状況は過去10年から見ても減少傾向にある。京都府においても刑法犯認知件数の総数は平成14年の65082件がピークになっていて、平成20年には50259件にまで減少してきている。また、住民が不安や危険を身近に感じる窃盗や乗り物の盗難といった街頭犯罪の認知件数も平成14年の41712件から平成20年27093件まで減少している。
しかし、各年数の刑法犯認知件数に対する街頭犯罪認知件数の割合を見てみると、図１のようにここ数年間ほぼ横ばい状態である。さらに、刑法犯認知件数の5割以上を街頭犯罪が占めているという現状から、住民が安全を感じる、いわゆる「体感治安」は依然として低いということが推測される。
　　　[image: image1.emf]0

10000

20000

30000

40000

50000

60000

70000

平成14年平成15年平成16年平成17年平成18年平成19年平成20年

年度

認知件数

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

①刑法犯認知件数 ②街頭犯罪認知件数

③　①に対する②の割合


※京都府警察本部ＨＰ犯罪統計参考に作成

また、平成16年7月実施の内閣府による｢治安に関する世論調査｣でも、ここ10年で自分や身近な人が犯罪に遭うかもしれないと不安になることは多くなったと思うかを聞いたところ、「多くなったと思う」と答えた人の割合が80.2%となっている。加えて、街頭犯罪の検挙件数の推移は年々減少傾向にあることから、警察だけで全ての街頭犯罪を未然に防ぐことには限界があり、住民一人ひとりの防犯意識の向上が必要不可欠だといえる。
※刑法犯：刑法に定める犯罪のほか、他の法律に定められていてもこれと共通の性格を持つ犯罪を含めた総称

認知件数：警察において発生した事件を認知した件数

　街頭犯罪：強盗、ひったくり、強制わいせつ、車上ねらい、自転車盗など京都府警察では11罪種を指定
４．現状分析Ⅱ―現在行われている政策について

平成16年に制定された「京都府犯罪のない安心・安全なまちづくり条例」によると、京都府は安心・安全なまちづくりに対しての5つの目標を定めている。
・府民協働による犯罪のないまちづくりの推進
・防犯情報の共有促進
・交番等の機能の充実強化による地域や行政機関と連携した地域防犯力の向上
・犯罪被害者等の支援
・セーフコミュニティ認証地域の取組支援と府内へのセーフコミュニティの普及促進
この条例を具現化し、総合的に推進していく計画を平成17年度に策定するとともに、計画を具現化するアクションプランを策定した。このアクションプランでは、地域における防犯活動の推進や子どもの安全の確保等を重点施策としている。

【府民協働防犯ステーション事業】

平成16年に「京都府犯罪のない安心・安全なまちづくり条例」制定後、府民による地域防犯活動は、地域住民を始め、自治体・警察が関係団体や系列組織を牽引しながら自発的に行われてはいるものの、各主体が協働で活動を展開できていないという問題があった。そこで、それぞれの組織・団体等が垣根を越えて双方向で交流を深め、互いに結びつきながら知恵を出し合うといった、全体的に地域の課題を解決していくネットワーク整備を行うために、「府民防犯活動拠点づくりプラン」が策定された。
このプランのもとで、各主体が協働で活動できるような、交番や駐在所を核としたプラットフォームの構築を推進している。具体的には、廃止交番等を利用した府民協働防犯ステーション事業（平成20年策定）が実施されており、平成２０年度の段階で廃止交番を利用したものとしては、稲荷、荒神口、桂にあんしん・あんぜんステーションが設置されている。
しかし、両ステーションへのヒアリングの結果、そこを拠点に何を協働でするのかが不明確で、うまく活用できていないのが現状である。一例を挙げると、稲荷ステーションではパトロールを中心に防犯活動に取り組んでいるが、活動を行っているのは一部の団体に属する人々だけで、地域住民の防犯に対する意識は高いとはいえない。加えて、ステーション自体の知名度も、一般の住民の間では低いという問題がある。
すなわち、まずはステーションの認知度を上げ住民に関心を持たせること、そして、地域全体で防犯への意識を高めて、防犯活動に取り組むためのステーションの有効な活用法を模索することが課題だといえる。
【セーフコミュニティ事業】

　平成20年に亀岡市が日本初のWHOによるセーフコミュニティに認証された。セーフコミュニティとは、事故・怪我は偶然の結果ではなく、予防できるという理念のもと、地域住民、NPO、教育機関、医療機関、行政等の多くの主体の協働により、すべての住民が安全で安心して生活することができるまちづくりを進める取り組みである。

例えば、事故やけがのデータの集計・分析結果の還元や、既存の団体間の交流や情報交換の促進などを行っている。一方で、事故情報等が予防対策に十分生かされていない、府内でのセーフコミュニティに対する理解が不足している、セーフコミュニティに取り組むための体制が不十分である等といった課題も残されている。
５．事業内容

　

　

1. 事業趣旨及び目的

府民の脅威となっている街頭犯罪の数を減らし、体感治安を高めるために、我々は住民のつながりによる自主的な防犯に着目した。現在京都府で実施されている「府民協同防犯ステーション事業」を活用することによって、昨今、希薄化したといわれる地域コミュニティを再構築し、地域力を養うことにより安心･安全なコミュニティを形成する。その結果として、地域における犯罪を限りなくゼロに近づけることを目的とする。
今回は、伏見稲荷地区をモデル地域に設定して事業を検討する。この事業は3年の期間で行い、成果を調査し、その後府民協同防犯ステーションのある地区へと展開していくものとする。
第１段階では、ステーションの知名度を高めるために、インパクトが強くて親しみやすいキャラクターを新たにデザインする。そして、そのキャラクターにちなんだ防犯メニューと防犯カード・グッズを作成し、対象地域でイベントを行う。次の文章削除。
第２段階では、ステーションの日常的な活動に防犯メニュー、カードなどを取り入れ、定着を図る。
第３段階では、他の地域への展開を図る、地域間のネットワーク形成をするためにインターネット上にホームページを作成し、地域でのメニューや活動ブログを掲載する。
また、知事表彰制度によりボランティアの活動へのモチベーションを保つ。
毎年住民アンケートで成果指標をとり達成度を計るものとする。

以上の事業を実施することによって、府民一人ひとりが防犯への意識を高め、企業・行政・府民の三者が相互に助け合うことによって防犯活動に協働して取り組むようになり、犯罪の起こりにくいコミュニティ、つまり「安心・安全なまち」の形成を目指す。

２．事業主体
京都府安心安全まちづくり推進室
３．実施主体
安都・京都実行委員会　(初期は１０人程度・ステーション事業拡大に伴い増員) 
構成メンバー：各ステーション代表者、警察OB、オブザーバーとして京都府

協賛企業、京都府警察、大学教授
４．実施体制

安都・京都実行委員会を中心に行う。

　　　ステーションが設置された地域ごとに、ステーション委員会が防犯活動を行う。


[image: image2]
※アントステーション委員会は順次展開予定
５．事業対象

京都府伏見区稲荷の稲荷安心安全ステーション及びその地区の住民

６．事業手順

事業の手順のおおまか流れを以下に記載する。
①モデル地区選定

②インフラ整備

③イベント「安都・京都～暮らし安心プロジェクト～」開催

④日常活動の展開
⑤成果の測定
⑥他のステーションへ事業を展開
※以上の①～⑤までを3年間かけてモデル地区に選定する伏見稲荷地区のステーションに導入し事業の定着を図る。
　その後、他ステーション地域へと事業を展開していく。

①モデル地区選定

　今回は、20年度にできた安心安全ステーションのなかで最も活動が活発だった伏見稲荷地区の安心安全ステーションをモデル地区として、事業を実施する。

②インフラ整備

まず、この事業を進めるための基盤づくりをする。

「安都戦隊マモルンジャー」結成
知名度の低さを改善するため、また、親しみやすさをもたせるため、ステーションのマスコットキャラクターとして「安都戦隊マモルンジャー」という家族設定の戦隊ヒーローを作る。それぞれには得意分野を割り当てる。
◇戦隊ヒーロー起用の理由　
近年、「ひこにゃん」を始め、いわゆる地域のマスコットキャラクターである「ゆるキャラ」ブームが起きている。キャラクター戦略はその地域に大変大きな経済効果をもたらすなど、その有効性が実証されている。しかし、現在「みんなのゆるキャラ／全国、ご当地ゆるキャラ図鑑。」（http://yuru.tips-top.com/）というホームページに登録されているだけで、617種類に上っており、新しいゆるキャラを作っても差別化しくいと考えた。そこで私達は、まちを守ってくれるような力強い戦隊ヒーローをステーションのマスコットキャラクターとして作ることにした。成功事例として、秋田県の「超神ネイガー」、沖縄県の「琉神マブヤー」等が挙げられる。戦隊ヒーローのメンバーを家族という設定にすることで、子どもからお年寄りまで住民全員に親近感を持ってもらえるように工夫した。
◇キャラクター紹介　※()内はコスチュームの色

アント(赤)　　　…主人公で小学生。「防犯マップ」が得意分野。

アンナ(ピンク)　…アントの母。「性犯罪対策」が得意分野。

アントニオ(緑)　…アントの父。「パトロール」が得意分野。

アンソニー(青)　…アントの兄で大学生。「安全運転」が得意分野。

アントロメオ(黄)…アントの祖父。「清掃活動」が得意分野。
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　アント君
○「あんしん・あんぜんステーション」を「アントステーション」に改名
ステーションに対して親しみやすさを持ってもらい、また、インパクトを与えるために、「アントステーション」に改名し、安都戦隊マモルンジャーの拠点とする。
○「稲荷アントステーション委員会」を設立

この委員会は、稲荷ステーションの活動団体、府の職員、警察ОＢ、地域住民からのボランティア代表で構成され、稲荷ステーションを統括する。

具体的な活動内容は、日常的な活動を主体的に行い、主に防犯メニューの活動を取りしきる・イベントを運営することである。

③イベント「安都・京都～暮らし安心プロジェクト～」開催
―イベント後の日常活動へ住民を上手く誘導するために、大変重要となる

◇目的

「安都戦隊マモルンジャー」・アントステーションの認知度を上げ、イベント後の日常活動を体験することによって、住民に理解と参加促進を促すことを目的とする。
◇概要

日時：7月10日（府民防犯活動の日）

実施主体：安都・京都実行委員会、稲荷ステーション委員会

内容　防犯メニューを体験できるブースを数ヶ所作る

全体で○×ゲーム

戦隊ショー

メニュー・アント戦隊員バッチ・アントカード配布

企業ボランティアスポンサーの募集

※メニュー、カード、企業ボランティアスポンサーについては後ほど記載

また、イベント前の準備としては以下のことを行う。
○ＰＲ活動
府の広報、回覧板、ウェブ等でイベント、マスコットキャラクターのＰＲを実施。

○アント隊員募集開始
アント隊員とは、ステーションの防犯活動参加者全員を指し、誰でも気軽に隊員として活動を行えるようにする。隊員証としてバッチを提供する。（下記参照：バッヂデザイン案）
　　　　[image: image4.jpg]



④日常活動の展開
アントステーションに防犯メニューを常備し、アント隊員として犯活動に参加した住民を任命し、アントカードを配布する。

また、コンテスト等も定期的に行い、府民の関心をステーションに集め、活動参加

を促す。
○アントカードについて

◇目　的
アントカードとは、安都戦隊のそれぞれの図柄がかかれたカードであり、カードゲーム、割引券、引換券としての役割を持たせる。そのことで、幅広い年齢層に浸透させることができ、家族でアントカードを集めてもらうことが狙いである。
◇カード制作
京都府安心・安全まちづくり推進課
◇配布方法
イベントのブースや日常的な防犯活動に参加した住民に配布する。
イメージ図
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◇利用方法
１．アントカードゲーム
カードゲームとしての一面を持たせる。安都戦隊は5人で構成であり、それぞれのキャラクターごとの得意分野に合わせた属性がある。
アント君→対「危険場所認知」属性
アンナ→対「性犯罪」属性
アンソニー→対「不審者」属性
アントニオ→対「危険運転」属性
アントロメオ→対「ポイ捨て」属性
使用方法は、上記のような属性を付与した「アント戦隊カード」と、ひったくりやポイ捨てなど各種犯罪に対応した「犯罪カード」とを対戦させるというものである。
２．地域振興券
アントカードをゲームとして使用するのに興味がない層のために、引換券・割引券として利用できるようにする。具体的には、府の施設等での利用である。（案：１枚に付き府立植物園の入場料１００円割引券等）
３．落し物
警察で管理している落し物で管理期限の切れたものを府が買い取りそれをステーションへ配布し、落し物の詰め合わせをアントカードと交換できるようにする。
Ex）傘、手袋、マフラー、その他衣類
◇カードの循環図　

　活動につき配布したアントカードを、住民が府の施設等で利用することにより、

　カードの循環・再利用が可能になり、カード作成コストを削ることができる。
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○防犯メニューについて
◇概　要

防犯マップの作成、痴漢対策、あいさつ運動、ひったくり予防、パトロール、ゴミ拾い等の基本的な防犯活動の内容にゲーム性を付与する。イベント当日にできるものから普段の活動で実際に行うものまでここでいくつか紹介する。
◇活動主体

稲荷ステーション委員会

◇活動頻度

　毎週平日に１回、休日に１回の２日、曜日を決めて行う。
◇内　容　
・「危険マップ作成」

マップを作成するために地域を歩き回る中で、犯罪が起こりそうな危険な場所を住民が発見・認知し、それを定期的に更新していく。このメニューを通じて住民にその地域を知ることで愛着を持ってもらうことも狙う。
・「痴漢・変質者対策」

警察ОＢを招き、痴漢・変質者への対策について、実際の例の紹介を交えた講座を開催する。参加者に、電子音の代わりに｢キャー変態、助けて｣という言葉が大音量で発信される特別防犯ブザーを配布する。
・「あいさつおじさん」

地区にスタンプを持った「あいさつおじさん」を１人配置し、その人に参加者が事前に配布されたカードにスタンプを押してもらえる。そしてそのスタンプを押されたカードはアントカードと交換することができる。もちろん「あいさつおじさん」が誰なのか参加者に知られないようにする。このメニューは、挨拶を行う動機付けを与え、挨拶の絶えない街を作ることを目的としている。
上記のような防犯活動を、飲食店等に設置してあるメニューを例にとり、数々の防犯活動が簡潔で見やすくなるような工夫をし、参加を促せるような「防犯メニュー」（下図参照）を作成する。
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○アント隊員について

アント隊員は、ステーションの防犯活動参加する住民全員を対象とし、誰でも気軽に隊員として活動を行えるようにする。また、隊員証としてバッヂを提供する。
(③イベント　②アント隊員募集を参照)
○企業ボランティアスポンサーについて

防犯活動に協力参加してもらえる企業を募集する。参加企業には「アント戦隊シール」(下図参照)を会社に貼ってもらい、一目で防犯活動に協力している企業だということが分かるようにする。

ここで企業が府民活動に参加するメリットとして、地域貢献することでイメージアップやＣＳＲにつながり、またイベントなどにも広告を出すことができる点にある。
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アント戦隊シール案
○コンテストについて
イベント後にもステーションに興味を持ってもらえるように、安心安全標語コンテスト、俳句コンテスト、アント君似顔絵コンテスト、アント君なりきりコンテスト等も定期的に行う。
○ステーションの開放時間について
地区ごとのステーション委員会が協力して昼間を中心に駐在するようにする。また、夜間でもステーションに駐在できるように、火の用心、夜間パトロールなどの夜間特別メニューを作り、その時間だけでも駐在するようにする。例として、防犯メニューイメージ図の「４．火の用心！マッチ何本？火事の元」がある。
また、京都府は大学が多数設置されていることを利用し、防犯ボランティアを大学で募集し、夜間活動の人員の充足をはかる。
⑤成果の測定
以上の事業を３年間展開し、各年で対象地域の住民にアンケート調査をとることで成果を計る。(７．成果指標　参照)

⑥他のステーションへ事業を展開
· 概　要

この事業を他のステーションへと段階的に広げていく。基本的には、前述にある流れ、内容をそのまま当てはめ実施していくが、防犯メニューに関しては、地域ごとの差異を考慮したものを作成する。

また、ステーション間のネットワーク形成をするために、「安都・京都実行委員会」を発足させステーション全体の代表者の話し合いの場をつくる。他にも、情報を共有する手段として、ウェブ上でホームページを立ち上げる。
安都・京都実行委員会
構成員は各地区のステーション活動団体代表、警察OB、また、オブザーバーとして京都府職員、大学教授、企業に参加してもらう。
各地区の現状や活動の内容、独自の防犯メニューなどの話し合いを行うことで横のつながりを強化する。
· ホームページ

・概要…ウェブ上にアントステーションのホームページを製作する。このことによって誰でも気軽に他の地域での活動を知る機会を得、自分たちの活動に活かすことができる。
・運営主体…最初は府が製作・管理し、安都・京都実行委員会の体制が整い次第、委員会に委託する。

・コンテンツ内容
　　　　　　　　　　 活動地域、

活動内容（日誌、写真）、

メニュー紹介、

アント戦隊紹介、

掲示板（ステーション同士の意見交換）、

ゲーム

· 表彰

・対象は各地域のアントステーションで

1 成果指標、活動内容を参考に一定の基準を満たした地域

2 最も優秀な活動した地域

の両方に知事から表彰をしてもらう。

これを、毎年行うこととし、②は各自治体がホームページからの情報を参考にして推薦という形で１つ選出する。

知事表彰がステーションで主体的に活動を行っている人間のモチベーションとなり、各地域の活動の質を保つ効果が期待できる。また、このような表彰により、ステーション自体にも府民の目を引き付けることができる。

６．予算
予算については、上記のように様々な事業を展開するので、予算項目は多岐にわたり、現時点で詳細な項目を提示することはできない。ステーション委員会で事業計画を策定する段階で、発生する費用を抽出して、予算項目を立てるべきであると考える。財源は、府民協働防犯ステーション事業を充てる。企業からの支援も受け入れる。
７．成果指標

　　　　

　　●概要

成果指標は毎年年末に1回、防犯活動参加者にアンケート用紙を配布し、活動参加後における防犯知識の変化、防犯意識の変化、体感治安の変化等について住民からサンプリング調査を行う。
成果指標は以下のアンケート項目の中から、基準値を定めその達成を実現できたか否かで計る。
　　●配布回収方法：京都府安心・安全まちづくり推進課が自治会を通じて配布・回収
●アンケート項目
　　　・回答者の性別

　　　・回答者の年齢

　　　・回答者の勤労状況

　　　・一緒に暮らしている世帯の人数

　　　・地域への愛着

　　　・地域での暮らしは、総じて安全で安心か？

　　　・地域の人々が一緒になって地域の課題にとりくむことは重要か

　　　・地域でのつきあいの状況

　　　・参加したことのある地域活動
　　　・現在も参加している地域活動　
　　　・防犯に対する知識を十分得ていると思うか

　　　・今後５年の間の回答者やその家族が経験する不安の程度

　　

８．事業により期待される効果　
①ステーションの有効活用

　　　既存のステーションをアントステーションにし、様々な活動を展開することにより、既存のステーションの効果的な利用が可能となる。また、ステーションの知名度が高まるとともに、実施地区の住民の手によるその地区の防犯の拠点という位置づけになることが期待できる。

②地域住民の防犯意識の向上

　　　地域において、住民の防犯意識の向上が大いに見込まれる。具体的には、この事業の展開（防犯メニューの配布等）により、防犯活動に気軽に参加できるようになる。今まで関心の低かった住民（ⅰ.特に子供のいる家庭、ⅱ.参加したくてもきっかけがなかった人、ⅲ.時間がとれなかった人）の防犯活動への参加が期待でき、地域を巻き込んで、防犯への意識が高まる。

③地域住民の防犯知識の取得　

      地域住民の防犯「意識」の向上とともに、防犯「知識」の向上も期待できる。ゲーム性を付与した様々な防犯活動に参加することにより、実践的な防犯知識を楽しく身につけることができる。

　　④体感治安

　　　地域住民は、この地域での防犯活動が活発であると感じるようになり、また自らの参加、近隣住民の参加により、安心感が得られ、体感治安が向上することが期待できる。

⑤ネットワーク形成

　　　各地域内の協同のみならず、この事業を他地域に展開させることにより、他地域との相互間で情報交換を行えるようになり、安心・安全のネットワークが形成される。
　９．まとめ
前述にもあるように、現在、行政の業務内容や犯罪の種類が多様化する中で、警察だけで犯罪すべてに対応することには限界がある。
このような状況に対応していくためには、希薄になりつつある住民間の相互扶助の意識の向上と、地域と行政が対等な立場で協働していくことが必要不可欠なのだ。
　　　　今後、府民に求められることは、まちの安心・安全に関する課題を各人が考えて自発的に行動を起こすということであり、また、行政の役割としては、「府民全員が意欲的に防犯活動に参加できる環境づくり」を行うことである。
これらのことを実践する手法として、「アントステーション」(安心・安全ステーション)を軸とした防犯コミュニティの構築を進める。そうすることによって、希薄になりつつある地域コミュニティが新たな形で再構築され、安心・安全のみならず地域力の向上をはかることができると考えている。
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各ステーションの統括を行う





このプロジェクトの全体統括を行う








安都・京都


実行委員会





図１








2

